
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前代未聞 95日の会期延長！ 
閉会は 9月 27日   衆議院本会議で強行 

「戦争法案はボロボロ、安倍政権をは

がいじめにして廃案へ」（抗議集会で志位委員長） 
6 月 22 日開かれた衆議院本会議で、戦後最長といわれる前代未聞の 95 日間、閉会日が 9 月 27

日となる会期延長が強行されました。 

この日 20 時 10 分から開かれた本会議では、与党が延長を提案、民主党などが欠席する中、日本

共産党（塩川鉄也議員）維新の党（落合貴之議員）が反対討論をおこない、20 時 25 分過ぎ賛成多

数で議決されました。 

塩川議員は「一体何のための会期延長か。安全保障環境の変化として法案でいう「存立危機事態」

に陥った国の実例を示せず、集団的自衛権行使の弁明は崩れている。にもかかわらず会期を延長し

て、憲法違反が明白な戦争法案を議会制民主主義を踏みにじって強行成立させるなどは断じて許せ

ない」「また労働法制など悪法の成立もねらっている」「政府与党には、国会周辺での戦争法案やめ

よの国民の声、世論調査に示された声が聞こえないのか」と反対討論を行いました。 

抗議集会で志位委員長あいさつ 戦争法案廃案を決意しあう 
日本共産党国会議員団と憲法共同センター 

衆議院議員面会所で本会議の様子をテレビで監視していた憲法共同センターのメンバーからは、

議決の瞬間、「許せない！」「断固抗議！」の声が上りました。 

本会議を終え、議員面会所では日本共産党国会議員団が拍手で迎えられました。あいさつにたっ

た志位和夫委員長は「国会会期が 150 日と決められているのは、政府与党の多数横暴を抑える意味

がある。会期を延長したからといって戦争法案の説明などできない。戦争法案はボロボロで、国民

が納得しない。さらに国民的な運動を盛り上げ、一体となって安倍政権をはがいじめにして廃案に

しよう」と強調し、参加者の決意をこめた盛んな拍手をあびました。 

憲法共同センター 

議長、議院運営委員らに「会期延長するな」の緊急要請 
 本会議に先立ち、憲法共同センターは 22 日午後、「会期延長するな、戦争法案反対」の座り込み

に参加していた人たちが、大島議長、川端副議長、25 人の議院運営委員に緊急要請を行いました。 

 

23 日、24 日も座り込み続行 24 日は国会包囲 
総がかり行動実行委員会は 22 日、国会前連続座り込み 6 日目の行動を取り組みました。明日 23

日の座り込みにはひょっこりひょうたん島のドンガバチョ大統領も登場。24 日も包囲続行です。 

24 日（水）は、座り込み行動に続き、18 時 30 分から国会包囲を行います。 
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